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令和６年 第１０回湯沢町教育委員会定例会会議録 

 

１ 日時場所  令和６年１０月２４日(木) 午後４時３０分より 

        湯沢町公民館 １階 研修室 

 

２ 出席者 

  委 員：種村公夫教育長、南雲敬一委員、上村麻美委員、髙橋延次委員、富沢清美委員 

説明員：南雲子育て教育部長、田村子育て支援課長、南雲認定こども園長、角谷教育係長 

  欠席者：岡村管理指導主事 

 

３ 開 会 

  午後４時３０分 

 

４ 議事録署名委員、日程の承認 

  令和６年第１０回教育委員会の議事録署名委員を種村（教育長）、上村委員とする。 

議案４件、協議事項なし、報告連絡事項とする。日程及び議事順序を承認。 

 

５ 議案審査 

議案第１号 湯沢学園校務員業務委託業者選考委員会設置要綱の制定について 

（教育長） 議案第１号湯沢学園校務員業務委託業者選考委員会設置要綱の制定について、事

務局提案をお願いします。 

（子育て教育部長） それでは、議案第１号をご覧ください。先月の教育委員会の際に、湯沢

学園の校務員の業務について、民間委託をするということでお話をさせていただきました。

それをプロポーザルで業者選定いたしますが、そのプロポーザルの選考委員会を設置する

要綱を制定しなければならないということで、今回上程させていただきます。１枚めくっ

ていただき内容をご覧ください。こちらは、一般的な例えば公民館のプロポーザルなどと

ほぼ同じ内容です。第３条をご覧ください。選考委員会には、校務員業務の委託受託者の

選考ですので、まず学校関係者では中学校長・小学校長、また契約担当の総務部長、それ

から子育て教育部長と４人を想定しています。それから、その他教育長が認める者として

５号委員を設けておりますが、できれば教育委員の中から１名入っていただき、外部の方

も入れた形で選考をしたいと考えています。この要綱を制定いただきましたら、この委員

会の後でちょっとご相談させていただければと考えております。そのほか、条文について

は一般的なプロポーザル選考委員の要綱ですので、説明は省略させていただきます。以上
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です。 

（教育長） ありがとうございました。それでは、校務員の業務委託の委託業者選考委員会設

置要綱について、ご質問のある方お願いいたします。 

（委員） これは基本的には、会社みたいなものを考えているのですか。そうではなく個人で

すか。 

（子育て教育部長） 業者は、会社を想定しています。 

（委員） １対１の話ではないということですよね。 

（子育て教育部長） そうです。 

（委員） 分かりました。 

（教育長） ほかいかがでしょうか。 

              （ 発言する者なし ） 

（教育長） それでは、ご意見等ありましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

              （ な し ） 

（教育長） それでは、校務員業務委託業者選考委員会の設置について、本要綱を制定するこ

とに賛成いただける方の挙手をお願いいたします。 

              （ 全員挙手 ） 

（教育長） ありがとうございました。全員賛成ということで承認されました。 

 

議案第２号 湯沢町英語検定料補助金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について 

（教育長） 続いて、議案第２号湯沢町英語検定料補助金交付要綱の一部を改正する要綱の制

定について、事務局お願いいたします。 

（子育て教育部長） それでは、議案第２号を説明させていただきます。１、２、３枚めくる

と新旧対照表があります。そちらをご覧ください。英語検定料補助金ですが、今年の４月

から開始した補助金です。始めてみたところ、何人か申請がありました。なかでも相談が

あった案件ですが、小学校の子供が英検を受ける場合に、これまでの要綱だと対象になっ

ていなかったということで、今回対象を中学校の生徒と小学校の児童まで拡大するという

内容です。 

      （ それはいいことだねの声あり ） 

（子育て教育部長） 改正前「湯沢中学校」になっているところを「湯沢小・中学校」に直し、

「生徒」になっているところを「児童生徒」に直したといった内容です。この新旧対照表

は本文だけで、少し前のページに戻っていただきますと、交付申請書の様式ですが、学年

のところです。湯沢中学校だけだったのですが、そこに湯沢小学校何年と書けるようにし

たといったところが改正内容となります。説明は以上です。 
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（教育長） ありがとうございました。この要綱については、昨年度制定するにあたり、まず

は中学生を対象にということで動き出し、行く行くは小学生にも拡大するといったことを

考えていましたので、予算的には中学生がマックスで受検するであろう金額を予算立てし

ておりますが、現段階でその予算枠中で大丈夫かと思うのですがいかがでしょうか。 

（子育て教育部長） そうですね。現在の申請状況はどうですか。 

（教育係長） ４名の方が申請されています。 

（教育長） 目標は半分の子供が３級を合格して卒業するということを目標にしたいと思って

いますので、ぜひそれを目指してこれが周知され、また一層活用されることを期待してい

きたいと思います。請求書の中の最初のところ「生徒氏名」とありますが、「児童生徒氏名」

になりますね。 

（子育て教育部長） そうです。 

（教育長） 本要綱の改正について、ご意見、ご質問等ありましたらお願いいたします。 

（委員） 今英検は、基本土曜日とか日曜日の受検でしょうか。そうすると、中学生は部活動

があったりして受けられなかったりする子もいたりすると聞いたことがあります。ちなみ

に日程をずらすことは不可能なのでしょうか。やはり平日とかに授業の中で受験はできな

いのでしょうか。 

（子育て教育部長） 英検協会が設定した曜日なのでは…。 

（委員） 設定した日程があるのですね。 

（子育て教育部長） もう一つ、例えば出張検定みたいな話で、学校単位で申し込んで来ても

らうものがあります。なので、受検日は相当たくさんあると思うのですが。 

（委員） 学校としてこれから一生懸命英語力をというのであれば、授業の中に入れて英検を

受けさせてあげるといった、強制にはなりますが、強制か選択かはそこはまたあれですが、

何かそうやって組み込んでもいいのかなと思いました。 

（子育て教育部長） 確かにそうですね。英検の受検熱が高まればそういうのもできると思い

ます。 

（委員） そうですね。触れる機会がたくさんあればと思いまして。 

（教育長） ありがとうございました。たしか開催の仕方とか受検の場所によって金額も異な

るのはずです。外部で受けた者も、領収書持ってくれば対象になるのですよね。 

（子育て教育部長） はい。 

（教育長） なので、そういう面からいくとかなりオープンに受けられる仕組みにはなってい

たはずです。 

（委員） 受検者の数によって、出張をするしないが決まってくるのでしょうか。 

（子育て教育部長） 出張検定は学校単位とか団体単位とかで、ある程度の人数、規模がないと？。 
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（委員） ある程度の人数が集まらないと駄目ですよね。 

（教育長） きっと学校とか塾とか、そういったところが主です。今、学校では年に３回やっ

ています。 

（委員） この湯沢中学で。 

（教育長） 湯沢中では、英検、漢検、数検、各３回やっています。ではほかに、ご質問、ご

意見等よろしいでしょうか。 

              （ な し ） 

（教育長） 今ほどご指摘があった開催日の設定については、また学校とも相談をして、子供

たちが少しでも受けやすくなるように工夫していきたいと思いますし、何より子供たちが

意欲を持って英語にチャレンジしていこうといった、そのような動きを加速できるように

学校へも働きかけていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。それでは、

ただいまの英語検定料の補助金交付要綱の一部を改正する要綱について、ご承認いただけ

る方の挙手をお願いいたします。 

              （ 全員挙手 ） 

（教育長） ありがとうございました。全員賛成で承認されました。 

 

議案第３号 湯沢町スクールバス等通学区域審査会設置要綱の一部を改正する要綱の制定に 

       ついて 

（教育長） 次に、議案第３号湯沢町スクールバス等通学区域審査会設置要綱の一部を改正す

る要綱の制定について、事務局提案をお願いいたします。 

（子育て教育部長） 議案第３号をご覧ください。恥ずかしい話ですが、おととしの機構改革

際に、交通政策担当が「企画政策課」から「企画観光課」に事務が変わった時にこの要綱

を改正しなければならなかったのをしなかったということで、今回改正をさせていただく

といった内容です。新旧対照表をご覧ください。直すところは１か所だけです。この審査

会のメンバーに交通政策担当課長が入っているのですが、それが旧のほうは「企画政策課

長」だったのが、「企画観光課長」になったということです。説明は以上です。 

（委員） 人間は替わっていないのですか。 

（子育て教育部長） 人間は替わっていません。 

（教育長） では、これは字句の修正ということで、組織改編に伴う修正でありますので、こ

のまま承認いただけますでしょうか。 

              （ 異議なし ） 

（教育長） それでは、全員賛成ということで承認されました。 
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議案第４号 湯沢町通学路安全推進協議会設置要綱の一部を改正する要綱の制定について 

（教育長） 続きまして、議案第４号湯沢町通学路安全推進協議会設置要綱の一部を改正する

要綱の制定について、事務局提案をお願いいたします。 

（子育て教育部長） 議案第４号をご覧ください。こちらも恥ずかしい話ですが、通学路安全

推進協議会という通学路を点検するような事務をしている組織ですが、その構成員に長岡

国道の湯沢維持出張所が入っておりますが、「湯沢維持出張所」も何年か前に名称が変わり

ましたので、そのときにこの要綱を改正しなければならなかったのを改正しなかったとい

うのが今発覚し直させていただくということです。新しい名前が、「湯沢維持・雪害対策出

張所」という名前です。その改正と、事務局がかつては「学校教育課」だったのが、こち

らも名前が変わりました。「教育課」に変わっていたということで、今回その２か所を直さ

せていただくのと、またさらに新旧対照表を見ていただきますと、旧のほうの（10）番に

湯沢町交通安全担当部というのがあり、かつては「産業観光部」が交通安全担当だったの

ですが、これが機構改革で「総務部」に事務分掌変わって移動しました。ですので、旧の

ほうの 10 番と 11番が一緒になって「総務部」となり、10、11、12と番号が繰り上がりま

すので、この点もあわせて今回修正をさせていただくということで、湯沢維持出張所の部

分と総務部、学校教育課のところ３点修正をさせていただくということです。以上です。 

（教育長） ありがとうございました。これも組織改編に伴う名称、所属等の変更ということ

になりますので、結果としては中身は変わっていないというように解釈してよろしいでし

ょうか。 

              （ はいの声あり ） 

（教育長） ということでありますが、ご質問、ご意見等ありますでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

              （ な し ） 

（教育長） それでは、修正することについてご承認いただける方は挙手お願いいたします。 

              （ 全員挙手 ） 

（教育長） ありがとうございました。それでは、以上で議案４件の審議を終わらせていただ

きます。 

   

６ 協議事項 

  なし 

 

７ 報告連絡事項 

① 区域外就学について【非公開】 
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② 各課係より報告 

・マグナ報告会について 

・ゲームネット依存について 

・教育フェスティバル 2024について 

 

８ その他 

① Ｒ６.１２月委員会会議開催予定日について 

    第１２回湯沢町教育委員会会議は、１２月２４日(火)とする。 

② その他 

なし 

 

９ 閉 会 

 午後４時５６分 

 

   以上の会議録が相違ないことを確認してここに署名する。 

  

               令和６年１１月２７日 

  

                   署  名  委  員   種村 公夫 

 

                   署  名  委  員   上村 麻美 


